









Karuta Turned into Characters : Muda karuta,

























































































二節で﹃寓骨牌﹄の書誌の情報や概要を述べてから︑第三節で主登場人物の創 発想 探って︑めくりカルタの札がどのように擬人化されているかを分析する︒第四節では に擬
なぞ
えら























































































































































































に一目惚れして口説こうとするという︑歌舞伎の﹁清玄桜姫物﹂のパロディーともいえる事件が起こ が︑それに失敗したすだれ十は狂乱し︑やがて仲蔵の仲間に入る︒六大御前を逃した腰元のお七がすだれ十に足蹴にされるが︑青木馬之丞の家来である小姓桐三郎介抱され︑恋愛関係 結ば る︒　
つづけて︑不景気になった地獄に住む鬼と幽霊 夫婦が登場し



















































者名が︑めくりカルタ用語にも使われていることを捉え れをめくりカルタを黄表紙の素材とするための軸として利用したと理解できる︒黄表紙において︑めくりカルタ 仲蔵役 役者中村仲蔵のこじつけは︑非常に自然な発想として読み解くことができ︑ れ自体にはあまりオリジナリティがない もいえる︒　
しかし京伝は︑この発想を出発点として︑めくりカルタの世界と

































































































場する︒六大御前に近づこう す が︑腰元 お七によっ 阻まれる︒つまり︑女に一目惚れして口説こうとす が 逃げられて狂乱するといった︑清玄桜姫物をパロディー化した事件 起こる場面が描かれている︒　
この横筋をめくりカルタの勝負だとす ば︑僧侶が赤札の十で︑






に僧侶のよう 絵が描かれているためこの札を﹁僧侶﹂として表現し︑僧侶から 帳を連想し︑開帳で僧侶が に一目惚れ ︑清玄桜姫物パロディーの事件を起こ ︒　
このように︑すだれ十の例からは﹃寓骨牌﹄がいかなる作品な




るとすれば︑それほど複雑な擬人化でもな と考えられる上︑腑に落ちない登場人 や出来事もある︒例えば 仲蔵役 は青札 六と青札の十一（
﹁青馬﹂
）を必要としないのにもかかわらず︑なぜ仲蔵







　﹃寓骨牌﹄の登場人物が擬人化されたカルタの札と役であり︑ゲームにおけるそれぞれの役割が活かされていることを踏まえて読んだとしても︑ストーリーの展開として理解しにくいエピソードがある︒筆者は登場人物を分析するために︑めくりカルタのルールを見てきたが︑決まったルールがあっても︑勝負をする度 配られる札やめくられる札は違う︒めくりカルタ 面白さはま に︑偶然に配られた札をもとに 偶然に真ん中に置かれた札 合わせて︑べく多くの点数 取得すること ある︒偶然と参加者の能力によって勝負が展開してい ︒それで ︑ ﹃寓骨牌﹄の物語をめくりカルタの勝負として読んでみればどう ろうか　このように作品を読んでみると︑今まで物語の展開として理解し































































































































































札の使用方法であ ︒こ 点については︑佐藤要人が挙げている文献からも明らかではない と いえ︑鬼札と幽霊札は︑四種の紋票各十二枚のセットに所属していない例外的な二枚であることから︑ゲームにおいて おそらく特殊な札であったと推察できる︒ ﹃寓骨牌﹄には幽霊が﹁赤鬼の恋妻﹂と 登場することから︑鬼札と幽霊札が似たような役割を果たしていたと考えられ ︒　
そのため︑ ﹃寓骨牌﹄に鬼と幽霊が突然︑物語に現れるのは︑ま











































































































　﹃下手癖永物語﹄は︑めくりカルタによる賭博を好んで貧乏になった夫婦が︑札が擬人化された︑お家騒動の物語を演じ 夢を見るという構成である︒太鼓二郎とおきりが恋に落ちるが︑それに嫉妬した札︑あざ兵衛︑青二︑釈迦︑青九 青八らが太鼓二郎 殺しおきりと太鼓二郎の弟海老二郎 ︑六右衛門（
青六
）や赤六などの
























































































































































































































牌﹄とはかなり近い発想であり︑ ﹁チェス見立て﹂と呼んでも不当ではなかろう︒実際︑鏡の国 チェスボードのように構成さ ︑アリスもチェス 駒に って行動し ければ らないという趣向である︒　
また︑ ﹃寓骨牌﹄とキャロルの﹃不思議の国のアリス﹄と﹃鏡の
国のアリス﹄は限定された読者層に向けて考案された作品でありさらに文章と挿絵で構成 ているという共通点もある︒　﹃寓骨牌﹄が﹃鏡の国のアリス﹄の八十四年前に現われたという事実は驚くべきである︒ ﹃寓骨牌﹄のように︑天明の江戸の知識人といった決して広くない読者層を対象とし ︑現在の日本でも広く知られていない作品を︑世界文学という枠組みで考える は大胆に過ぎるかもしれ ︒　しかし︑これまで述べてきたように︑戯作研究においてはマイ















































11）﹃日本随筆辞典﹄で﹃博奕仕方風聞書﹄は﹁町役人の実際必要な知識として編纂されているため類似のものが他になく︑異彩を放つ﹂という評価を得ている（朝倉 監修﹃日本随筆辞典﹄東京書籍︑ 九 六年︑ 二三五頁
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51）全十二章のうちで︑擬人化されたプレイングカードは第八章に初めて登場する︒ ﹃不思議の国のアリス﹄の擬人化されたカードは︑王と王女となるキングとクイーンなどの絵札以外は︑スペードが庭師︑クラブが兵卒︑ダイヤが廷臣︑ハートは十人 王子というように︑紋標（スーツ）によって表現されている︒これら ﹁厚みのない︑縦長 四角い胴体の四隅に手足がついていて﹂ （ルイス・キャロル﹃不思議の国のアリス﹄東京図書︑一九八〇年︑一一七頁） ︑王女が来た時に顔を伏したら︑裏の文様はもちろん同じもので︑どのカードであるか見分けられなくなる︒さ に︑王女がクローケーのゲームをしたいと言うと︑カードたちは体を曲げて︑クローケーのア チになる（同前︑一二二頁） ︒
